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れた。中国の西域を題材としたこの作品は、 短編「楼蘭」 （ 『文藝春秋』第
36巻第
7号、一九五八年七月）と合わせて 九六〇年一月、第一回
「毎日芸術賞」を受賞し、井上靖の代表作の一つに数えられる。　「敦煌」は一一世紀の中国、宋の時代を背景に描かれている。以下、主人公趙行徳の遍歴を追ってあらすじを示す。趙行徳は、進士試験を受けるため、都開封に上る。結局、落第するが、城外の市場で偶然西夏の女を救う。その後、西夏の女からも った布切れに記されている文字を追究す 西夏に向かい、朱王礼の率い 西夏軍の漢人部隊に編入される。戦火の中 甘州城内で 趙行徳はウィグルの王女と出会って愛し合うようになる。しかし、そ からま なく、西夏文字を学ぶため 趙行徳は興慶 派遣されることになる ウィグルの王女は、趙行徳の二年半にわた 不在の間に、西夏の李元昊の側室にされ
る。生きて帰ってきた趙行徳を見ると、彼女は苦しんで城壁から投身自殺する。物語の最後に、西夏を裏切った朱王礼も沙州帰義軍節度使曹賢順も戦死し、賢順の弟延恵は沙州城内に留まって自らを火中に投じる。趙行徳は沙州が焼け落ちる寸前、寺に所蔵されている膨大な経典を守 ため、商人尉遅光の欲心に乗じてそれらを城外の千仏洞へ運んで塗りこめる。二〇世紀になって、これら文化遺産が発掘され、世界の注目を集め　「敦煌」は歴史小説であり、科挙、河西地方の状況、西夏の興起、節度使や仏教など、多くの歴史的な要素が含まれている。井上靖自筆の「作家のノート」 、 「 『敦煌』について」 と 「小説「敦煌」ノート
」 によ
ると、 敦煌」を書くにあたって、上記の歴史要素に関する資料や文献を大量に参看したという。例えば、 『宋 』や『宋史紀事本末』などの史書、藤枝晃「沙州帰義軍節度使始末」や宮崎市定『科挙』などの研究文 、 谷探険隊の『新西域記』 小説 水滸伝』や随筆「東京夢華録」
など、たくさんのジャンルのものがある。そのなかでも、









































三日～一九九八年七月二三日）は東洋史学の専攻で、京都大学人文科学研究所の教授を務め、敦煌学及び西域から出土した古写本類の研究で知られている。 『征服王朝』 （秋田屋、一九四八年三月） 、 『文字の文化史』 （岩波書店、 七一 一〇月）などの著書がある。　
藤枝論文（ 「沙州帰義軍節度使始末」 ）は、一九四一年一二月から一




























説、下編「三」 、余論） 、帰義軍時代に敦煌の仏教が隆盛を極めている様子（余論） 、 また、 敦煌に于闐が寄進した仏洞があること（下編「四」 ） 、などが挙げられる。藤枝論文の目次と照らし合わせていうと、井上靖は「序説」 、 「 」と「余論」の内容を特に意識 参考にしたと思われる。以下の分析では、 「節度使 をめぐって、 共通点としての「沙州に関す 概説」と「 「漢人コロニー」という特徴」 相違「瓜州の降参」と「 「延恵」という人物」の四点に着目し、藤枝論文からの影響を検討　
ただし、その前に「節度使」はどういう存在なのか、その沿革を確



















































































沙州を指す――稿者注）へ、いつかは兵を進めなければならなかった。ただこの二州に関する限り、事情は頗る複雑であった。今まで攻略し 涼州や甘 や粛州の場合とは違って、相手は吐番でも回鶻でも、それら 支族でもなく
れっきとした漢民族
であった。現在は母国宋の支配下にはなく、一つの独立国家の体裁を取 てはいたが、併し、はっきりと宋と無関係な国とも言いきれなか 未だに権力者曹氏は、形式的ではあるが沙州節度使の名 宋朝から貰っていた 若しこの二州 宋との間に異民族の蟠踞がなかったら、ここは当然曾てそうであったように、宋国の一部である筈であっ 。謂ってみれば
ここは





















































られる。波線部の「漢服」と後の傍線部の「漢人の霊」は、それぞれ服装と精神面に反映されている漢文化と見なすことができると思わる。特に最後の「ここは漢土なのだ」という断定的な表現は、地理的にも文化的 も、沙州は漢民族が所有するものだと強調されている。藤枝が指摘した敦煌の「漢人コロニー」としての特徴、つまり 民族が「支配者」であることと漢文化が「主とする文化」であることは、曹賢順の発言 反映されているといえよう。　
実際、曹賢順が語っている吐番に征服された歴史については、次の
ように、藤枝論文にも同じ内容が記されている。
かうして吐蕃の治下に入つた五涼地方の漢人の状態について、新唐書吐蕃伝には右の沙州陥落の記事につヾけて、 「沙州の人々はみな胡服を着 に仕へたが、毎年父祖を祀るときには中国の服を着て慟哭 、またそれを蔵つてゐた」といふ。
　






















と人と」欄に刊行された談話である。井上は、中国 新疆ウィグル自治区のホータン（昔の于闐地域）を訪ねた感想を語っている。その中に、于闐が舞台となった歴史小説「異域の人」 （ 『群像』第
8巻第
8号、
一九五三年七月） 「崑崙の玉」 （ 『オール讀物』第
22巻第
7号、一九





































を率いて、回鶻人の拠点である甘州の攻略に取りかかったのは、 （天聖六年――稿者注）五月の中頃であった」 （二章・三〇八頁）と描かれる。この時間設定は、 『宋史』または藤枝論文に記されている「天聖六年」と合致している。　
だが、瓜州王が西夏に降る時期はどうであろうか。小説「敦煌」に




日ならずして、 瓜州の太守延恵が部兵千騎を率いて西夏に降って来た」（四章・三三九頁）とある。つまり、瓜州王が西夏に降るのは、小説では「天聖九年の三月」頃となるのであり、 それは藤枝論文と『宋史』に記されている「 （天聖）八年」とは、一年間ずれるのである。この相違点は、小説の中で、歴史的事実 は別に作り出さ た主人公趙行徳の行動 、整合性を持たせるために生じたずれだと考えられる。これに関連して、趙行徳の遍歴に関する年表（次頁）を示す。　
年表にあるように、天聖四年、趙行徳は進士試験を受けるために都
開封へ上る。落第 た後 偶然西夏文字が記されている布切 もらい、それをきっかけ 、西夏への旅立ちを決心する。 五年、霊州 経て涼州に入り、そこで兵卒として、西夏軍の漢人部隊に配されたまま、一年間を過して天聖六年を迎える。その五月に、甘州は西夏に占領され（これに関しては前述したように、歴史的な事実と合致している 、趙行徳は城内でウィグルの王女と出会って愛し合うようにな 。しかし、まもなく六月 、西夏文字を学ぶため 趙行徳 興慶 派遣される。ウィグルの王女と別れる時、趙行徳は一年以内に帰って来ると約束したが 結局、 約束を守れず興慶で二年間 過し、 再び甘州に戻って来たのは天聖八年の一〇月末 ある。そ 時、ウィグル 王女は既に李元昊の側室になり、生きて帰って来た趙行徳 見ると、彼女は苦しんで城壁から投身自殺した。そ 後、物語は天聖九年の三月 つまり西夏と吐蕃との戦争、及び瓜州王が西夏に降参した時点（これに関しては前述したように、歴史的 事実と 年ずれ い ） 移る。
　
ここまでの過程を見ると、瓜州の降参について、小説と歴史的な事































































































































































氏八代の節度使 名前を確認する。小説の終わり頃に、曹氏一族が滅亡した後、その家伝が仏洞に祀られ 場面がある。家伝という形で各代当主、 つまり節度使の名前が紹介さ ており、 「曹議金より始まって、元徳、元深 元忠 延敬、延禄、宗寿、賢順の 氏八代の当主の名が認められ それぞれの生年月日から その生涯の事蹟に到るまでかなり詳細に書きつけられてあった」 （十一章・四一六頁）というように描かれる。 【図①】の「曹 系図」に
1～
8の番号が振られていると
ころと照らし合わせてわかるように、初代の議金から最後の賢順まで、曹氏一族八代の節度使の名前に関し は 井上 記述は藤枝論文 合致している。　
ただし、一点だけ異なるところがある。小説「敦煌」に登場するの
は、最後の沙州帰義軍節度使「曹賢順」とそ 弟 ・ 瓜州の太守「延恵」である。この二人の関係について、小説では確か 、 「節度使曹賢順は沙州にあってそこを統べ、弟延恵は瓜州の太守 して 瓜州を支配していた」 （四章・三三九頁）と書いてある。つまり、沙州帰義軍節
度使と瓜州の太守が兄弟であるとされている。しかし、その「弟」の名前に相違がある。藤枝論文では、 「賢恵」となっているのに対し、小説「敦煌」では「延恵」となってい のである。厳密に うと、それでは「弟」の名前の「輩行字」 おかし こ にな 「輩行字」とは、同族の同世代の名につけられている同一の頭文字であ 漢民族の名の付け方 慣例として、姓の次に世代関係を表す輩行字が使われる。 【図①】の「曹氏系図 説明すると、第二代の「元徳」 、第三代の「元深」 第四代の 元忠」は兄弟であり、彼らの名前に同じ輩行字「元」が使われている。そして、 第五代の「延敬」と第六代の「延禄」も兄弟で、二人とも名前に「延」という輩行字が入っている。同じように、最後 沙州帰義軍節度使 賢順」の場合、名 最初の文字「賢」は輩行字であり、それと相応して、彼の弟も「賢」を輩行字に使い、藤枝の指摘する「賢恵」という なるべきであろう。ところが、井上は「延恵 と記しており、これは藤枝論文とのずれである。　
実際、 「賢恵」なのか「延恵」なのかに関しては、羅振玉は「瓜沙














































なく、 「延恵」となっているのは何故か。一つには、井上が『宋史』を正史として尊重したためということも考えられようが 一つには、井上が羅振玉の注記を目にしていないということも考えられよう。前引した「瓜沙曹氏年表」にあるように 延恵」 名前が「賢恵」の誤りだという説明は、注記として小さく示されている。この「年表」は多数ある参考資料の中の一つであり、小説創作時に、井上は細かいところまで、一つずつ確認していないこともありえるだろう 推察される。　
また、人物設定の面から、あえて「賢」を使わなかった可能性も考








移り、そこで西夏の侵入を喰いとめる考えになったりして」 （七章・三六六～三六七頁）おり、 明晰な判断力に欠ける。一方、 「賢」は「学徳のすぐれている と」や「かしこいこ 」を指す。小説の中の 延恵」には、こうしたイメージを少しでも与えたくなかったため、 「賢を使うことが避けられ のではないかとも推察される。　
さらにいえば、 「延恵」は「仏教を信ずる点では人に劣らない」 （五








のことを第一に考えていることが描かれる。そして、曹氏家伝の最後には、 「仏に対する信仰篤く、西夏侵入の折逃げるを潔しとせず、一人沙州城内に留まって自らを火中に投ず」 （十一章・四一六頁）というように、八代当主の次に延恵の事蹟も書き込まれている。こう て、小説内では延恵の仏教に対する信仰心の篤さが至るところで強調されている。　
前述した政治的に無能力者である反面、仏教を広め、重んじ、危機








における記述とを比較し、歴史背景に関する全体的な説明から具体的な言葉の表現まで、合致するところが多く、共通点として挙げた。　「 「漢人コロニー」という特徴」では、小説「敦煌」に描かれている瓜・沙二州が昔から漢民族の支配地であること、この二州に対する西夏の見方、最後の帰義軍節度使曹賢順の発言などを取り上げた。帰義軍節度使が「漢族の集団」であることが強調され の描き方は、井上靖が藤枝論文の「漢人コロニー」という箇所を参照した結果だと思われる。さらにいえば 小説中の曹賢順が語っている吐番征服下の漢民族の境遇に関しても、藤枝論文における記述と一致している。そため、 「 「漢人コロニー」という特徴」も共通点 し 挙げた。　一方、相違点の一つ目の「瓜州の降参」に関しては、事件自体は史
料のとおりであり、つまり瓜州の権力者が自ら西夏 降参したということであるが、ただし その年代 歴史的な事実と一年ずれてい 。それについて、架空の主人公趙行徳の遍 に関する年表を示しながら検討した。彼の行動に整合性を持たせ、無理がないようにするために生じたずれだと考えられる。　
相違点の二つ目の「 「延恵」という人物」に関しては、藤枝論文を
はじめ、羅振玉「瓜沙曹氏年表」と『宋史』の「沙州伝」の関連箇所を確認した。小説「敦煌」の中で、帰義軍節度使 曹賢順」の弟・瓜州の太守の名前が「賢恵」 （藤枝論文と羅振玉「瓜沙曹氏年表 注記における記述）ではなく、 延恵」 （ 『宋史』の「 州伝」における記述）となっているのは 井上靖が『宋史』を正史 して尊重してい
る、あるいは羅振玉の注記を目にしていないためだと推察される。しかし一方で、小説における人物設定の面から、その性格に相応しい名前にするため、あえて「賢」を使わず、 「延」という字を与えた可能性もあると考えられ 。　
つまり、本稿で検討した共通点と相違点をまとめると、次のように












































私」の総題で掲載したうちの最後の一篇である。その内容は 「 『敦煌』について」とほぼ同じであり、冒頭部分、 代の違いによる変更点と、若干の添削以外に、提示された参考資料はすべて同じものであ 。
⑵
　
  ここに挙げている参考文献に関して、 井上靖の自筆文章 内容と 「敦煌」の執筆時期から見て、書誌情報は以下のものになると思われ
　　
・ 『宋史』 （ 〔元〕脱脱等編 商務印書館 一九五八年一二月）
　　
・ 『宋史紀事本末』 （ 〔明〕陳邦瞻編、中華書局、一九五五年九
　　
・






























〇年六月） 、 引用は『井上靖全集』別巻 新潮社、 二〇〇〇年四月）より、二一一頁。
⑷
　














































































































  羅振玉「瓜沙曹氏年表」 （ 『雪堂叢刻』 、上虞羅氏 一九 五年） 、引用は『 学術論著集』第
8集（上） （上海古籍出版社、二〇一〇年一
二月）より、八四頁。なお、羅振玉 一八六六年八月八日～一九四年五月一四日）は、甲骨文字の研究者であり、敦煌学の分野でも大きな業績を残しており、 『殷商貞卜文字攷一卷』 （玉簡齋、 一九 年） 、 『鳴沙石室佚書』 （羅氏宸翰楼 一九一三年）などの著書がある。
（25）　
  注
（22）に同じ、 巻四九〇「列伝第二四九
　
外国六」の「沙州」 、 五六八七頁。
なお、この文の意味は次のようになる。
　　
  大中祥符の末、宗寿（賢順と延恵の父親――稿者注）が卒し、賢順が
本軍の節度を授けられ、その弟延恵が検校刑部尚書として瓜州の管理役になる。
（26）　
注⑽に同じ、六六頁。
（27）　
注⑶に同じ、二一二頁。
（28）　
  『日本国語大辞典』 （第二版）第
4巻（小学館、二〇〇一年四月） 、七二
一頁。
（29）　
  『日本国語大辞典』 （第二版）第
2巻（小学館、二〇〇一年二月） 、一四
四七頁。
（30）　
注⑷に同じ、五 一頁。
岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要第四十七号（二〇一九・三）
（20）
